
鎌倉文学館指定管理業務　実績評価　（平成30年度第１四半期）

1 利用の承認等に関する業務

　来館者数の動向　

　４月から６月までの来館者数は51,804人で、昨年の第１四半期より2,221人、4.1％の減と

なった。

　分析　

　４月が好調で、５月はバラの開花の早まりで来館者数が心配されたが、タイムリーに

メディアで扱われ、６月は梅雨の長雨で来館者数が少なくなったが、来館者数の低減化を

抑えることができ、昨年度並みの来館者数を確保できた。

2 施設及び設備並びに文学館資料の維持管理に関する業務

　施設・設備

ア　設備機器の保守点検について計画どおり行われた。

イ　水洗レバー・水道コマ交換修繕、地下貯水槽給水用ボールタップ交換修繕を行った。

ウ　木枠破損のため杉本寺の文学案内板を撤去した。

　文学館資料

ア　収蔵庫内の温湿度管理が適切に行われている。

イ　文学館資料の特別利用について適切な事務処理によって行われている。（３件）

3 文学館の事業の企画及び実施に関する業務

　展覧会

　事業計画どおり、収蔵品展、特別展及び常設展を開催した。

ア　収蔵品展「作家と歩く鎌倉その２　由比ガ浜・材木座方面」

イ　特別展「明治、ＢＵＮＧＡＫＵクリエイターズ」

ウ　常設展「鎌倉ゆかりの文学」

エ　ミニ特集「中世鎌倉の天災地変」

オ　ミニ特集「生誕140年　有島武郎」

　普及事業

ア　文学講演会、文学講座、文学散歩、おはなし会、ギャラリートークなど事業計画どおり

　開催した。

イ　角野栄子氏の朗読会を開催した。国際アンデルセン賞を受賞されたこともあり、参加

　者が増加し好評を得た。

ウ　バラまつりに関連して、「バラ講座」や「バラの解説」を行い好評を得た。

　その他文学の振興及び文学館の設置目的を達成するために必要な業務

ア　バラまつり期間中に、ローズガーデンコンサート、言葉と音楽のコンサート等を開催し、

　いずれも盛況であった。
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イ　平田オリザ氏の劇団「青年団」の舞台「日本文学盛衰史」と広報連携したり、新江ノ島

　水族館とのセット前売券をコンビニ等で販売するなど、普段文学館になじみのない層に

　アピールしたところ、一定の効果があった。

4 文学館資料の収集、保存、整理に関する業務

　収蔵品の適切な保存、整理ができている。市職員の立ち会いのもと所在確認を行った。

　資料の補修を適宜実施した。

5 その他市長が定める業務

　文学館資料の調査及び研究

　事業計画どおり、収蔵品展、特別展及び常設展を開催した。

　事務処理

ア　例月の指定管理業務報告書等が期日までに提出された。

　　（4月分：5月14日、5月分：6月14日、6月分：7月13日）

イ　展示替えに伴うホームページの情報更新が適切に行われていた。

ウ　市広報に展覧会や関連イベントの情報を掲載し、市民への周知を行った。

エ　市モニター広告を利用し、市役所本庁舎への来庁者に周知を行った。

　その他

ア　バラまつりに向け、ポスター掲示やリーフレット配布など効果的な広報活動を展開した。

イ　ＳＮＳを活用し、バラの開花情報などタイムリーな情報の発信を行った。

ウ　メディア対応を積極的に行った。

エ　学校や各種団体の視察等に対応した。

オ　全国文学館協議会に参加した。（１名）

カ　警備員教育課程に参加した。（２名）

6 全体評価

　春の特別展は、明治150年を記念して鎌倉在住の作家高橋源一郎氏の小説「日本文学

盛衰史」をもとに、夏目漱石、島崎藤村ら明治の作家達を紹介するもので、鎌倉にゆかり

のある作家に観覧者の関心を集め、49,191人の観覧者を集めた。今後観覧者が興味を

抱き、観覧者の関心を集める展示を引き続き行ってほしい。

　第1四半期の観覧者数（51,804人）は、前指定管理期間の平均値（54,144人）と比較する

と割り込んだ。平成29年度（54,025人）と比較して、要因について十分に研究し、観覧者数

の確保につなげてもらいたい。

　ＳＮＳを活用し、バラの開花状況を随時情報発信することで来館者のニーズに応える

ことができていた。効果的な広報、情報発信について今後も続けられたい。

　施設・設備管理について、事業計画に基づき適切に行われている。施設、設備ともに

老朽化が進む中、日頃から適宜点検に努め、重大な事態を未然に防いでいる。今後も

修繕箇所を予め把握し優先順位をつけて修繕を行っていくよう留意されたい。
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鎌倉文学館 平成30年度 第１四半期　判定評価

配点
第１四半期
評価結果 減点

来館者数の動向

入館者数が前指定管理期間の同四半期の平均値と比較して80％以上の水準にある
か（不可抗力を原因とするものを除く）

5 〇

特別利用

資料に悪影響が出ないよう適正な承認を行っているか 10 〇

施設・設備の維持管理

定められた点検が実施されているか 5 〇

不具合箇所を放置せず、必要に応じて修繕を実施しているか 5 〇

庭園、進入路などの手入れはきちんとされているか 5 〇

文学館資料の維持管理

収蔵品の所在は確認されているか 3 〇

温湿度管理など、収蔵品が適切に取り扱われているか 5 〇

3 文学館の事業の企画及び実施に関する業務

展覧会

館及び展覧会の周知が積極的に図られているか 5 〇

計画どおりに展覧会が開催されているか 10 〇

普及事業

計画どおりに普及事業が行われているか 5 〇

文学館資料の調査及び研究

計画どおり調査・研究が進められているか 5 〇

調査・研究の成果を市民等に公開されているか 5 〇

その他必要な業務

来館者ニーズの把握・反映につとめているか 5 〇

4 文学館資料の収集、保存、整理に関する業務

収集、保存、整理

文学館の趣旨にあった資料の購入ができているか 5 〇

寄贈・寄託の手続きが適切に行われているか 5 〇

劣化した資料の修繕や補修が行われているか 5 〇

基準に沿った資料整理が行われているか 5 〇

5 その他市長が定める業務等

事務処理

決められた期日までに報告書は提出されているか 5 〇

市との連絡調整はきちんとされているか 5 〇

市と協議を行った事項は確実に実施されているか 5 〇

固有の銀行口座で適正な会計処理を行っているか 10 〇

苦情対応

来館者や近隣との間のトラブルに適正な対処をしているか 5 〇

苦情・要望への迅速な処理、市への報告がなされているか 5 〇

その他

適切に収蔵品管理システムが運用されているか 5 〇

備品や文学案内板等の管理が適切になされているか 5 〇

研修等自己啓発の努力がされているか 3 〇

災害時の対応ができるよう、準備はされているか 3 〇

個人情報は適切に管理されているか 10 〇

0

実施されている場合‥○　実施されていない場合‥×　 減額率

減点の合計 減額率

　 10～15 5%

　 16～20 10%

21～ 20%

評価項目

1 利用の承認等に関する業務

2　施設及び設備並びに文学館資料の維持管理に関する業務

減点の計
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